
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 

 

 

お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,74 43,28 -0,46 43,77 -0,49

USD / BRL Spot BRL 2,3533 2,3687 +0,0154 2,2538 +0,1149

USD / JPY Spot JPY 102,94 102,51 -0,43 98,67 +3,84

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.245 50.349 -896 54.013 -3.664

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 214,0 213,3 -0,7 182,6 +30,7

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,92 13,01 +0,09 11,82 +1,19

DI Future Jul14（金利先物） % 10,34 10,32 -0,02 10,32 +0,00

3 Months US Dollar Libor % 0,239 0,241 +0,002 0,238 +0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 274,8 276,3 +1,5 275,0 +1,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年12月4日

Indicator Unit 12月2日

昨日のドルレアルスポット相場はブラジル経済への懸念からレアル売りとなる展開でした。朝方は、第３
四半期ＧＤＰが市場予想を下回るマイナス成長となったことから前日比レアル安の２．３５台後半から始まり
ました。その後、２．３５台でもみ合いましたがブラジル経済への懸念が燻るなかレアル売りが再度優勢と
なり、２．３６台での取引となりました。一時的に２．３７台で取引されましたが、ポジション調整も入ったこと
から結局２．３６台後半で引けています。

昨日発表された第３四半期ＧＤＰは前期比０．５％減と市場予想０．３％減より悪化しました。これは農業
（３．５％減）、投資（２．２％減）、輸出（１．４％減）の影響を個人消費（１．０％増）、政府支出（１．２％増）で
カバーできなかった形です。連続利上げやレアル安進行などが投資への意欲を削いだものと思われます。
今後は中銀の利上げ継続が困難になってくると予想されますが、消費が堅調を維持するなかインフレ抑制
への懸念も引き続き市場を圧迫しそうです。加えて財政収支の悪化が懸念されるなかでは政府支出へ依存
することにも限界があり、先行きの不透明感が高まります。インフレを構造的に抑えて消費と投資のバランス
が取れた成長を実現するには未だ時間がかかりそうです。
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